
身

近

に
な

っ
た
文
化
財

～
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
を
中
心
に
～

柏
陽
高
校
　
　
木

　

村

　

芳

　

幸

一
　
は
じ
め
に

私
事
で
恐
縮
で
す
が
、
私
は
築
五
ｏ
年
以
上
を
経
た
建
築
物

（近
代
建
築
と

総
称
）
を
見
学
す
る
の
が
楽
し
み
で
、
横
浜
の
歴
史
的
な
建
造
物
を
数
多
く
見

て
歩
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
気
付
い
た
こ
と
が
２
つ
あ
り
ま
す
。　
一
つ
は
、
建

物
に
は
、
施
主
や
建
築
家
、
工
事
担
当
者
の

「
こ
こ
ろ
」
が
現
れ
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
た
と
え
ば
関
東
大
震
災
直
後
の
公
共
建
物
は
、
そ
の
多
く
の
柱
が
異

様
と
言

っ
て
い
い
ほ
ど
太
く
、
数
多
く
建

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
か
ら
関
東

大
震
災
の
恐
怖
の
記
憶
が
ど
れ
だ
け
大
き
か

っ
た
か
を
推
察
で
き
ま
す
。
も
う

一
つ
は
、
近
代
の
建
築
物
や
土
木
遺
産
の
中
に
は
教
科
書
上
に
記
述
さ
れ
る
事

柄
が
、
具
体
的
に
体
験
で
き
る
も
の
が
数
多
く
あ
る
こ
と
で
す
。
大
正
期
の
庶

民
の
生
活
の
変
化
を
示
す
各
地
の
文
化
住
宅
や
高
度
経
済
成
長
期
の
団
地
の
建

物
、
戦
前
期
に
日
本
の
主
要
な
輸
出
品
で
あ

っ
た
生
糸
と
関
係
す
る
レ
リ
ー
フ

を
持

つ
建
造
物
な
ど
は
日
本
各
地
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
歴
史
的

な
出
来
事
の
場
で
あ

っ
た
近
代
建
築
も
国
会
議
事
堂
を
は
じ
め
と
し
て
数
多
く

残

っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
建
造
物
や
土
木
遺
産
は
、
特
別
な
保
護
も
受
け
ず
に
そ
の
大
半
が

壊
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
現
在
、
一
部
の
も
の
は
名
近
代
化
遺
産
」
と
し
て
、

重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
保
護
さ
れ
、　
一
部
の
も
の
は
持
ち
主
の
申
請
に
よ
つ

て
登
録
文
化
財
に
選
定
さ
れ
て
、
保
存

へ
の
努
力
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

保
存
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
近
代
化
遺
産
を
積
極
的
に
活
用
し
、
多
く
の
人
々

に
そ
の
大
切
さ
を
知

っ
て
も
ら
お
う
と
い
う
動
き
も
出
て
来
て
い
ま
す
。

今
回
は
そ
の
よ
う
な
動
き
や
問
題
点
な
ど
に
つ
い
て
、
重
要
伝
統
的
建
造
物
群

保
存
地
区
の
例
を
中
心
に
紹
介
し
、
授
業
事
例
に
つ
い
て
も
示
し
て
ゆ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
な
お
、
こ
の
発
表
の
内
容
の

一
部
は
神
奈
川
県
総
合
教
育
セ
ン

タ
ー
の
事
業
で
あ
る
地
域
の
学
習
資
源
の
活
用
調
査
研
究
協
力
員
と
し
て
私
が

研
究
し
た
内
容
と
重
複
す
る
部
分
が
多
く
あ
り
ま
す
。

二
　
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
つ
い
て

重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区

（以
下
、
伝
建
地
区
と
略
称
）
は
、
昭
和

五
〇
年
の
文
化
財
保
護
法
の
改
正
に
よ
つ
て
発
足
し
た
制
度
で
、
城
下
町
、
宿

場
町
、
門
前
町
な
ど
全
国
各
地
に
残
る
歴
史
的
な
集
落
、
町
並
み
の
保
存
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。
市
町
村
は
、
都
市
計
画
ま
た
は
条
例
に
よ
り
伝
統
的
建
造

物
群
保
存
地
区
を
定
め
、
国
は
そ
の
中
か
ら
価
値
の
高
い
も
の
を
重
要
伝
統
的

建
造
物
群
保
存
地
区
と
し
て
選
定
し
、
市
町
村
の
保
存
事
業

へ
の
財
政
的
援
助

や
技
術
的
指
導
を
行

っ
て
い
ま
す
。
平
成

一
四
年
に
は
、
五
七
箇
所
を
数
え
、

現
在
も
そ
の
数
を
少
し
ず
つ
増
や
し
て
い
ま
す
。
関
東
地
方
で
は
埼
玉
県
川
越

市
内
と
千
葉
県
佐
原
市
内
に
指
定
箇
所
が
あ
り
ま
す
。
特
に
川
越
は
、
保
存
再

生
の
取
り
組
み
に
熱
心
で
あ
り
、
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
ま
す
。

川
越
は
荒
川
に
合
流
す
る
新
河
岸
川
近
く
に
あ
り
、
江
戸
地
廻
り
経
済
圏
の

発
展
と
と
も
に
江
戸
に
物
資
を
送
る
物
資
の
集
積
地
と
し
て
栄
え
ま
し
た
。
明

治
中
期
に
は
大
火
事
に
よ
り
市
街
地
の
多
く
を
焼
失
し
ま
し
た
が
、
再
建
に
際

し
て
、
多
く
の
建
造
物
が
火
災
に
強
い
土
蔵
造
り
で
再
建
さ
れ
ま
し
た
。
現
在

も
数
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
ま
す
。

図
１
を
見
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
は
川
越
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
時
の
鐘
付
近
の

様
子
で
す
。
土
蔵
造
り
の
街
並
み
が
見
て
取
れ
る
と
思
い
ま
す
。
図
２

・
３
を
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見
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
街
並
み
を
ま
も
る
た
め
に
駐
車
場
を
板
塀
で
目
立
た
な

い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
、
住
民
の
努
力
に
よ
り
伝
建
地
区
は
守

ら
れ
て
い
ま
す
。

街
並
み
保
存
と
建
造
物
の
活
用
に
つ
い
て
考
え
る

２
枚
の
写
真
は
、
通
り
を
は
さ
ん
だ
東
側
と
西
側
の
建
物
群
で
す
。
こ
の
中

で
大
正
期
以
前
の
建
物
は
図
３
の
手
前
か
ら
２
軒
目
の
建
物
だ
け
で
す
。
他
の

建
物
は
街
づ
く
り
協
定
に
よ

っ
て
、
景
観
を
阻
害
し
な

い
よ
う
に
配
慮
し
た
建

物
の
概
観
作
り
を
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
街
並
み
に
統

一
感
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
た
め
に

一
見
し
た
だ
け
で
は
、
ど
れ
が
歴
史
的
建
造
物
で
、

【図 3】 川越の街並み
(東側)

【図 1】 川越の歴史的な
街並み

【図 2】 駐車場を目立たせなくした例

資:■■_■■_■

■■■|■■■||
■|_ ・
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【図 4】 川越の街並み (西側)
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ど
れ
が
近
年
の
建
造
物
か
判
別
が

つ
か
な
く
な

っ
て
い
ま
す
。
多
く
の
観
光
客

は
こ
の
街
並
み
の
大
半
の
建
造
物
が
江
戸
期
以
来
の
建
物
だ
と
思

っ
て
見
学
を

し
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
街
づ
く
り
が
観
光
客
を
街

に
呼
び
込
み
、
街
を
活
性
化
さ
せ
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
す
。

図
４
の

一
番
手
前
の
建
物
は
、
明
ら
か
に
近
年
に
建
築
さ
れ
た
も

の
だ
と
分

か
り
ま
す
。
街
づ
く
り
協
定
に
は
、　
一
定

の
指
針
は
あ
り
ま
す
が
、
最
終
的
に

は
建
築
主
自
身
が

「
な
に
が
景
観
を
守
る
こ
と
に
な
る
の
か
」
を
考
え
て
建
物

を
建
て
れ
ば
よ
い
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
建
物
は
現
代
的
な
外
観
を
持

っ

て
い
ま
す
が
建
物

の
高
さ
が
隣
家
と
揃

っ
て
お
り
、
い
ろ
い
ろ
と
考
え
た
末
の

結
論
で
あ
る
こ
と
が
推
察
で
き
ま
す
。
景
観
に
配
慮
し
た
街
づ
く
り
と

一
口
に

言

っ
て
も

い
ろ
い
ろ
と
難
し
さ
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

三
　
横
浜
市
内
の
事
例
に
つ
い
て

身
近
な
例
と
し
て
横
浜
市
内
の
建
築
物
に
つ
い
て
見
て
ゆ
き
ま
す
。
図
５

・

６
は
近
代
建
築
で
あ
る
横
浜
商
工
奨
励
館
の
建
物
を
利
用
し
て
建
築
さ
れ
た
横

浜
市
情
報
文
化
セ
ン
タ
ー
で
す
。
横
浜
商
工
奨
励
館
は
関
東
大
震
災
か
ら
の
輸

出
産
業
を
中
心
と
し
た
横
浜
経
済
の
復
興
拠
点
と
し
て
昭
和
初
期
に
竣
工
し
た

建
物
で
す
。　
一
階
内
部
は
、
輸
出
品
の
見
本
展
示
場
、
そ
の
他
の
展
示
ス
ペ
ー

ス
と
し
て
使
用
さ
れ
、
２
階
よ
り
上
は
横
浜
商
工
会
議
所
の
事
務
所
や
会
議
場
、

応
接
ス
ペ
ー
ス
と
さ
れ
ま
し
た
。
外
観
は
シ
ン
プ
ル
で
す
が
、
図
６
か
ら
分
る

よ
う
に
内
部
は
外
国
人
受
け
す
る
よ
う
に
、
日
本
や
ア
ジ
ア
を
連
想
さ
せ
る
デ

ザ
イ
ン
と
な

っ
て
い
ま
す
。
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
際
し
て
後
ろ
部
分
に
ビ
ル
が
増

築
さ
れ
、
現
在
で
は
新
聞
博
物
館
や
放
送
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
会
議
室
、
ホ
ー
ル

な
ど
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

【図 5】 横浜市情報文化センター
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【図 6】 正面玄関部分

●

・11,I =

n

まl

11

ご
・ :|

藤_・ |

|[==、 ・

11lit

i::11,
.IF轟

=.lⅢ
‐―

ili  

‐

l,■、4F ェ=:

・      ・.・ |ヽ|1 苺  ‐
=.   ■■■|.._ 
‐

・・ 、  ‐1驚1_― ‐ 
‐

■礁1■

癬罐
鸞 ヅ

・●
懇
骰
瑕
鰈
”諄
■
・■

蜀ヽ
■

・ヾ●

||_・ _ ●|`,_ __. ■_| .´  _■



古
い
建
物
を
活
用
す
る
に
は
い
ろ
い
ろ
な
工
夫
が
必
要
で
す
。
図
７
で
は
、

天
丼
や
柱
の
美
し
い
デ
ザ
イ
ン
を
生
か
す
た
め
に
、
空
調
の
ダ
ク
ト
を
床
部
分

に
設
置
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
し
、
１
階
レ
ス
ト
ラ
ン
内
部
の
写
真
で

あ
る
図
８
か
ら
は
、
太
い
柱
の
間
に
ピ
ア
ノ
を
置
い
て
、
商
業
ス
ペ
ー
ス
と
し

て
不
向
き
な
近
代
建
築
を
逆
手
に
と

つ
て
店
舗
の
特
色
づ
く
り
を
お
こ
な

っ
て

い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

横
浜
市
内
の
市
街
地
は
伝
建
地
区
に
指
定
さ
れ
て
は
い
ま
せ
ん
が
、
市
独
自

に
行

っ
て
い
る

「歴
史
を
い
か
し
た
街
づ
く
り
」
政
策
に
よ
っ
て
、
こ
の
よ
う

な
試
み
は
公
共
団
体
の
だ
け
で
な
く
民
間
の
建
造
物
で
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

街
並
み
全
体
で
は
な
く
、
建
築
物
を

一
棟
ご
と
に
守

っ
て
ゆ
こ
う
、
と
い
う

制
度
に
国
登
録
文
化
財
制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
平
成
８
年
に
文
化
財
保
護

法
の

一
部
を
改
正
し
て
で
き
た
法
律
で
、
「近
年
の
国
土
開
発
、
都
市
計
画
の

進
展
、
生
活
様
式
の
変
化
等
に
よ
り
、
社
会
的
評
価
を
受
け
る
ま
も
な
く
消
滅

の
危
機
に
晒
さ
れ
て
い
る
多
種
多
様
か
つ
大
量
の
近
代
の
建
造
物
を
中
心
と
す

る
文
化
財
建
造
物
を
後
世
に
幅
広
く
継
承
し
て
い
く
た
め
、
届
出
制
と
指
導

・

助
言

・
勧
告
を
基
本
と
す
る
緩
や
か
な
保
護
措
置
を
講
じ
る
制
度
で
あ
り
、
従

来
の
指
定
制
度
を
補
完
す
る
も
の
で
あ
る
。
」
と
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
従

っ

て
外
観
を
大
き
く
変
え
な
け
れ
ば
内
部
を

一
部
改
装
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ

り
、
レ
ス
ト
ラ
ン
や
資
料
館
と
し
て
多
く
の
近
代
建
築
が
活
用
さ
れ
な
が
ら
、

登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

四
　
授
業
実
践
例

近
代
建
築
を
中
心
と
す
る
近
代
化
遺
産
を
身
近
な
も
の
と
し
て
認
識
さ
せ
る

た
め
の
実
践
事
例
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
指
導
案
と
プ
リ
ン
ト
を
示
し
ま
す
。

こ
の
授
業
は
、
前
勤
務
校
で
あ
る
県
立
横
須
賀
工
業
高
校
２
学
年
６
ク
ラ
ス
と

社
会
科
部
会
歴
史
分
科
会
日
本
史
研
究
推
進
委
員
会
の
公
開
授
業
と
し
て
県
立

港
南
台
高
校
３
年
生
約

一
五
名
を
対
象
に
実
施
し
た
も
の
で
す
。
授
業
案

・
プ

リ
ン
ト
と
も
に
ス
ペ
ー
ス
の
関
係
上
か
な
り
の
省
略
を
し
ま
し
た
。
分
り
に
く

い
部
分
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
授
業
に
つ
き
ま

し
て
も
今
後
と
も
機
会
が
あ
れ
ば
い
つ
で
も
行
い
ま
す
の
で
、
何
か
の
折
に
は

声
を
お
か
け
く
だ
さ
い
。

【図7】 空調ダクト

【図8】 レストラン内部
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日本史 A・ B指導案

1 単元名 文化財とともに生きる

2 指導要領関係箇所

日本史A

①大項目 歴史と生活

中項ロ オ 地域社会の変化

地域社会がどのように変化してきたかを、政治的、経済的な条件や国際的な

動きと関連付けて追求させる。

②大項目 第二次世界大戦後の日本と世界

中項ロ イ 生活意識の変化や価値観の変化に着目して、戦後の経済復興、技術革新と高

度経済成長、経済の国際化など日本経済の発展と国民生活の向上について考

察させる。

日本史 B

①大項目

中項目

3 単元および本時の目標

本単元は、本時のみの 1時間で構成

(1)身近な建造物を観察することにより、その建物が建てられた時代の様相などを知るこ

とができることを理解する

(2)身近な文化財の保護と活用について具体例を知る。

(3)作業を通じて、歴史的な街並みづくりの大切さやそれに伴う問題点について考える。

3 授業対象 神奈川県立横須賀工業高等学校 2学年 6ク ラス

神奈川県立港南台高等学校 3学年 希望者約15名

※横須賀工業では、検証日程の都合上世界史の時間で実施 します。

4 準備するもの パワーポイントによる映像 プリント

(こ の授業は、郷土資料をデジタル化し活用する事業の検証授業である)

歴史の考察

ア 歴史と資料

歴史における資料の特性とその活用及び文化財保護の意義について理解させ

るとともに、主題を設定して追究する学習、地域社会かかわる学習を通して、

歴史への関心を高め、歴史的な見方や考え方を身につけさせる。

イ 歴史の追究 (全般 )

(イ )日 本列島の地域的異差

ウ 地域社会の歴史と文化 (全般)
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5指導展開例

学習項目及び学習活動 指導上の留意点・指導の目的

導

■
ノヽ

□外国人向けの旧物産展示場内部の写真と

日本人向けレストランの内部の写真を示

し、発間を通じて歴史とモノとのかかわ

りについて考察させる。

どのような内装を日本人・外国人がそれぞ

れ好むか。関東大震災の記憶が鮮明な時期

の建造物はどちらかを考察させる

□写真 (資料)そのものから、読み取りが

できるように写真の提示方法に留意す

る。

□「モノ」から時代背景や当時の人々の心

理を読み取ることができることに気付か

せる。
※ 評価 資料活用

展

開

□和風の初代、フランス風の 2代 目の県庁

舎の建築から、日本の近代史が西洋の模

倣、さらには西洋技術の習得にいたった

ことを理解させる。

□技術習得後の震災復興時の県庁コンペ案

の 1等 。2等案を見せ、それぞれの設計

者の立場にたってプレゼンテーションす

る。

□当選案が、「わが国」風 の案である

ことを説明し、その時代背景から当選理

由を考える

□横浜の例か ら、建物 の保存活用 につ

いて知る。

□川越の例から、歴史的な街並み保存の例

を学ぶ。   `

□日本史A・ Bの通史既習者については

「欧化政策」という単語について知識を

確認し、ヒントとする

※評価 知識・理解

ロプレゼンテーションを通じて、資料を読

み取り、その要点などを表現する力を養

つ

□昭和に入り、「日本」の独自性を意識し主

張する政治的場面が多 くなることに背景

があることを導 く。

※評価 思考・判断 資料活用・表現

ロスライドを利用し、具体的に説明してゆ

く。時間があれば重要伝統的建造物群保

存地区についても言及する。

※評価 知識 。理解

ま

と

め

ロケーススタデイとして、海野宿の街並み

の写真を示し、それに郵便局と警察署を

書き加えさせる。

□歴史的な街並みが今後とも残ってゆくた

めの条件を、自動車広告を利用して示唆

する。

□自らが、「文化財 とともに生きる」 とい

うことを具体的に考え、文化財の保護と

活用、街並みづ くりの問題点についても

気付 くようにする。

※評価 思考・判断、資料活用
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科  年  組  番  氏名

今回、学習すること

1。 「モノ」には「こころ」があらわれる

2.近代化遺産との付き合い方

3.歴史的な街並みのあり方とは ～交番を建てる～

1,「モノ」には「こころ」があらわれる

関東大震災の後、県庁舎再建に際して、コンペがおこなわれた。

① 売り込め | あなたの県庁舎

吹出しにあなたが考えた宣伝文を書こう

文化財と私たち

-18-
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② どちらの案が採用されたか。教科書の年表や記述から時代背景を考えそこ

から推理しよう。

採用された案は ?

その理由は?(時代背景は ?)

2.近代化遺産との付き合い方

①新旧合体

②建築当初のまま利用

③外観だけ保存 (イ メージ保存)

→④一つの でなく「街並み」の保全と活用を !

3.歴史的な街並みのあり方とは ～交番を建てる～

①交番 か 郵便局 を 右 (左)に書き加えよう
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授業の流れ 生徒の活動

「文化財を守ることの大切さへの気づき」

知識を得る

「具体的にどのように守り。活用するか」

資料から読み取る 。表現する

思考する 。作業をする
※さらに文化財保護についての

デイベー トなどを行 うことが
可能。

五
　
ま
と
め

新
指
導
要
領
の
実
施
と
と
も
に
、
評
価
を
す
る
際
の
観
点
の
多
様
化
が
強
調

さ
れ
、
そ
れ
に
伴
い
い
ろ
い
ろ
な
授
業
方
法
が
模
索
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

一
方
の
動
き
と
し
て
学
力
の
低
下
を
憂
う
る
声
も
あ
り
、　
一
つ
の
世
論
を
な
し

て
い
ま
す
。
私
は
国
境
と
い
う
壁
が
ど
ん
ど
ん
と
薄
く
な

っ
て
ゆ
く
こ
れ
か
ら

の
社
会
で
、
小
学
校
段
階
の

「読
み

・
書
き

。
そ
ろ
ば
ん
」
や
今
後
の
国
際
競

争
で
直
接
必
要
と
さ
れ
る
教
科
に
お
い
て
は
、
重
要
な
事
柄
の
反
復
練
習
が
強

化
さ
れ
る
こ
と
は
あ

つ
て
も
、
地
歴

。
公
民
科

（社
会
科
）
で
は
、
も
う
旧
来

型
の
単
な
る
知
識
注
入
学
習

一
辺
倒

へ
は
戻
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
ど
こ

ろ
か
私
た
ち
が
従
来
型
の
教
科
学
習
を
続
け
て
ゆ
け
ば
、
他
科
目
の
批
判
を
浴

び
、
他
科
目
に
必
修
単
位
を
譲
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

・歴
史
の
授
業
と
は
な
ん
で
し
ょ
う
か
。
多
く
の
生
徒
が
受
験
の
知
識
と
し
て

固
有
名
詞
や
年
号
な
ど
を
暗
記
し
て
、
受
験
が
終
わ
れ
ば
忘
れ
て
し
ま
う
教
科

な
の
で
し
ょ
う
か
。
事
実
そ
う
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
日
常
的
な

生
活
の
場
で
も
、
歴
史
教
科
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
事
柄
の
痕
跡
は
、
建
造
物

な
ど
数
多
く
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
に
多
く
の
人
は
気

付
き
ま
せ
ん
し
、
気
付
い
て
も
そ
れ
ら
を
次
々
に
破
壊
し
て
ゆ
き
ま
す
。
歴
史

や
文
化
財
に
つ
い
て
意
義
を
感
じ
る
な
ら
、
社
会
全
体
に
も

つ
と
歴
史
的
遺
産

を
破
壊
す
る
こ
と
を
躊
躇
す
る
思
い
が
あ

つ
て
も
よ
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
総
数
が
多
い
近
代
化
遺
産
で
は
、
保
存

一
辺
倒
の
考
え
方
で
は
問
題
は

解
決
し
な
い
で
し
ょ
う
。
伝
建
地
区

・
登
録
文
化
財
な
ど
緩
や
か
な
保
護
と
活

用
が
文
化
財
を
生
か
し
、
人
々
に
歴
史
を
大
切
に
す
る
心
を
呼
び
起
こ
さ
せ
る

の
だ
と
思
い
ま
す
。
「伝
統
だ
と
思
う
。
未
来
だ
と
思
う
。」
ダ
イ
ム
ラ
ー
ク
ラ

イ
ス
ラ
ー
社
の
宣
伝
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
伝
統
と
未
来
を
両
立
さ
せ
る
努
力

が
歴
史
教
育
に
も
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

導入…教 の発間と生 の解答

・利用者によって変わる内容
→ 歴史を反映する建造物

の

→ 導入のおさらいと発展
・具体的な街並み作 りの例の紹介

→歴史的街並みの中で生きることには、自らが主
体的に街並みを作る必要があることを知る。

の表現展開・・ 師の説明と
県庁のデザインの変遷

まとめ…生徒の思考 と表現
・作業を通じて、歴史的な街並み作りといっても人によっ

て 千差万別であることや街並み作 りの難 しさについ
て知る。

→歴史的への関心や歴史的なものの見方を養う
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